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執筆者紹介 
望月
もちづき
 清
せい
司
じ
 本学名誉教授 
村上
むらかみ
 俊介
しゅんすけ
 本学経済学部教授 
 
〈編集後記〉 
「望月清司先生に聞く」をお届けする。望月清司先生が本学を 1999 年にご退職されてすでに
12 年余が経過した。今年 5 月で 82 歳、お元気に過ごされている。ご退職後これまでに、先生
をよくご存じの本学経済学部や社研を共に支えてこられた方々も、次々にご退職になり、入れ
替わりに若い世代の方々が入ってこられた。だから現在 30 代の方々はもちろん、40 代の方々
も望月先生のことをあまりご存じないだろう。それに望月先生はご退職前 9 年間も本学学長を
務められたから、現在 50 代の方々も直接望月先生のことをご存じない方が多いかもしれない。
先生の積み重ねられた研究業績を同時代で接し、職場で直接お人柄をご存じなのは今や 60 代の
方々だけということか。その意味では、もう少し早くこの聞き語りが出されていればと思う。 
聞き手の村上氏によれば、2009 年に先生の主著『マルクス歴史理論の研究』（1973 年、岩波
書店）が中国語に翻訳公刊され、その翻訳作業中に、訳者である北京の清華大学教授韓立新氏
と何度もこの著書についてメールあるいは直接やりとりされたことが、今回の企画に応じてい
ただけた一つのきっかけだとのこと。現在、中国では「市民社会論」が大いに注目されており、
その翻訳書もすでに初版は完売。望月先生は今年 5 月に清華大学と南京大学に招聘され、シン
ポジウムで講演される。今回の対談で聞き役になっている村上俊介所員もそれに同行、望月先
生の研究業績を紹介されるとのことである。 
またここ 10 年、ロバート・パットナムの功績であるが、社会関係資本概念が世界的に注目さ
れている中で、それと相即不離の関係にある「市民社会」論に改めて焦点が当てられてきてい
る。その意味では、望月市民社会論の意味と意義を、ご本人の言葉によって振り返る今回のこ
の聞き語りは、現代市民社会論にとっても大いに参考となり、決して遅すぎるものではなく、
むしろタイムリーであると言える。 
望月先生のご業績を調べてみると、わが『社研月報』には 14 回寄稿されている。学長として
専修大学に、学部長として経済学部に、そして所員として社研に寄与された望月清司先生のご
研究の歩みを、ぜひご覧になっていただきたい。 M. S. 
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